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刊行から早くも7年半、おかげさまで第 4版を送り出すこととなりました。
この間、もともとは京都産業大学法学部の 1年生春学期開講科目「法律学入門」
のテキストとして執筆した本書が、他の大学で教科書採用していただくなど、
新入生向けテキストとして支持されていることは、編者として嬉しい限りです。
今回の改訂は、刑法と民法 2つの法律の改正が契機となっています。令和 4

（2022）年 6月17日公布の刑法改正により、従来は、懲役と禁錮の 2種類とされ
ていた自由刑が、「拘禁刑」という名称の刑罰に一本化されました。公布の日
から 3年以内の政令で定める日より施行されます。
また、成年年齢を18歳に引き下げる民法改正が令和 4（2022）年 4月 1日に
施行されたことを受けて、欄外コラム「年齢と法」の一部項目を書き換えると
ともに、「少年法」と「裁判員制度・検察審査会制度」に関する 2本のコラムを
追加しました。
第 3版はしがきで触れた新型コロナウイルス感染症はいまだ収束の兆しは見え
ず、ウクライナ危機という国際紛争も勃発し、私たちはますます答えのない問題に
あふれた社会の中で生きていかなければならなくなっています。法学部に入学し
た学生が本書を読みながら、「どうしてこう考えるのだろう」「実際の社会での具
体例はどんなものがあるだろう」「自分だったらどう考えるだろう、でもそれに対
して他の人はどう考えるだろう」と多くの疑問を思い浮かべ、その疑問を手掛か
りにして、「社会の中で生じる紛争をルールによって解決に導く」という法律学の
意義について理解を深めていく。そうして法学部を卒業していく学生が、混沌と
した社会を照らす一筋の光として活躍して下さることを、心から願っています。
第 3版までと同様、今回の改訂についても、法律文化社の野田三納子さんに
お世話になりました。心より感謝申し上げます。

　2022年 8 月�
𠮷永一行


	第4 版はしがき
	はしがき
	プロローグ
	1　本書の目的
	2　本書の内容
	3　本書を読む際に気を付けるべきこと
	4　法律学を学ぶ意義と卒業後の進路

	第Ⅰ部法の世界
	第1章　「社会」について考えよう
	1　社会って何だろう
	2　社会をなぜ作るのだろう―社会があることのメリット
	3　社会があることによる負担・課題
	4　社会あるところ法あり
	5　言葉の整理―「社会」と「法」
	6 　ま　と　め

	第2章　社会と紛争と法
	1　「紛争」とは
	2　ルールに基づく紛争解決
	3 　法の分類
	4　ま　と　め

	第3章　紛争を法的に解決する
	1　はじめに
	2　法の適用
	3　法の解釈
	4　ま　と　め

	第4章　民　法 ― 契約法・不法行為法
	1　はじめに
	2　契　約　法
	3　不法行為
	4　民　法 ― 契約・不法行為以外の領域
	5　ま　と　め

	第5章　刑　法 ― 犯罪と刑罰
	1　刑法とは
	2　従来の反省に立った近代刑法の原則
	3　刑事責任をめぐる諸学問
	4　ま　と　め

	第6章　行政活動と法―民法と刑法でなぜ足りないのか？
	1　行政法にはどのような法律が含まれるのか
	2　理容業・美容業にみる行政法
	3　行政法の意義―民法と刑法でなぜ足りないのか？
	4　行政法の構造
	5　ま　と　め

	第7章　裁判制度の仕組み
	1　手続法というルール
	2　刑事訴訟
	3　民事訴訟
	4　審級制度
	5　ま　と　め

	第8章　法と正義
	1　はじめに
	2　三種類の「正義」
	3　形式的正義・実質的正義・手続的正義と法
	4　ま　と　め

	第Ⅱ部法学部で学ぶ
	第9章　法学部でどう学ぶ？
	1　はじめに
	2　どのような知識を身につけるか
	3　学習のつまずきの石
	4　ま　と　め

	第10章　定期試験・レポート試験を受ける
	1　はじめに
	2　論述試験
	3　レポート試験
	4　ま　と　め

	第11章　法学部生の1日
	1　はじめに
	2　大学の履修制度
	3　大講義の受講
	4　ゼミの受講
	5　ま　と　め

	エピローグ
	索　　引



